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蛋白質の過剰摂取がメン羊の  

尿中窒素成分の分布に及ぼす影響  
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Effects of excess proteinintake on the distribution of  

nitroRenous compounds in the urine of sheep 
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摘  要  

反軒家育における飼養条件と尿中窒素成分の分布との関係を明らかにする一遼として．メソ羊4東を  

用いて，蛋白質の過剰摂取（要求量の100～300％）が尿中への尿素，アンモニア．クレアチニン，クレア  

チン，アラ■ソトイン．尿乳馬尿酸由よび粗アミノ蘭の排泄に及ぼす影轡を親ペた。桔う削ま次のとおり  

である。1）クレアチンとアラントインを除くすべての成分の排泄量は，可消化窒素星との間に有意な  

〔P＜D．05，P＜0．01）正の相関があった。2）可消化窒素1gに対する各成分の排泄量の増加割合は，  

尿素が0．錮9と非常に大きかったが，他の成分はすべて20喝以下と小さかった。3）全窒素に対する割  

合についてみると，蛋白質摂取量の増加にともない．尿素の割合は大畠くなったが，他の成分はすペて  

小さくなった。また，尿素の割合は最も大きく．蛋白質を要求量の300％摂取したときに87％に達した。  

他の成分はすべて3％以下であった。  

ために一連の実験を行っている仁・㌔その一遺として，  

本実験では，蛋白質の過剰摂取が尿中窒素成分の分布  

に及ぼす影響を謂ペたe  

材料および方法  

試験設計   
蓑1に示す飼料内容で，6期にわたって，蛋白質  

（じCP）給与宣が要求且のそれぞれ50，】00，150，  

200，250およぴ300％（エネルギーはすべて要求量の  

100％）を充足するように】メン羊を飼養した。そし  

樺  戸  

尿中へ排泄される窒素成分は体内の窒素代謝におけ  
る代謝産物である1・㌔ したがって．尿中の窒素成分  

の分布から，ある程度体内の窒素代謝の様相を椎葉す  

ることができ．ひいては，これが家畜の栄養状態を判  

定せる一つの指標となる可能悼も示唆されてい  
るヨ・一・）   

著者らほ，この点に着目して，反劉家畜における尿  

中警乗成分の分布と飼養条件との関係を明らかにする  

こ帯広畜産大学家卓嘩二産科学科家畜栄養学研究室  
ITJaboratory or AnimalNutrition，Depattment of AnimalSciencc，Obihiro University of  

Agri（：ulLure and VeLerinary Medicine，Obihir・3，Hokkaido，Japan．  
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●R且tioロS Were deslgned tQ beisoぐalori亡（川0％of口Fユ   

requirement）and tQ Supply58．100，150．200，250and   

30賄8fI）CPreq11irem¢ntbyNRCstarldard．r8SpCtively 

Tablセ2．Nitrogenbalan溌df血5he印red expermlen也1rationヨ  

P、eriods  

1  2  3  4  5  6  

DCP、intake（％）8）  33±¢  鮎土8 142±5 1g6±2  247±8  298土7  

D Eintake（％）い  76±5  93士4  97土3  96±2  97±4  96±2   

Ninね加（g／day） 13．1±0．3Ⅰ9．1士0．025．9±0．032．9±0．0姐2±0．047．1±仇O  

Nin feces（g／day） 臥8±D．6 8．0±1．07．3±0．6 7．2±0．3 7．8±1．0 8．1±0，g  

Nin urine（g／day） 2．8±0．4 4．1±0．310．6±0．717．4±0．924．4±1．3都．1±1．8  

N di酢如d毎／da〉・） 4．、3±0．811．1＝1．01乱6＝0．825．7＝8．332．4±1．039．1土8．9  

N bal包nCe（g／day） 】．5±0．9 7．0±0．8 臥0±0．8 8．3＝D．9 8＿q±1．5 9．0土吼9  

d〉宮、DCPint通e／gDCPrequi代mentXlOO．  
も）McalDEintake／Mc且1DErequirementXlOO 
E加bl・alue represenls mean±S，D．df four忌heep 

て，各期において，予備期7日間，糞尿採取期5日間  

曙窒素出納試験を行うとともに，5日間の混合尿につ  

いて．尿嵐アンモエア．クレアチエン，、クレアチン，  

アラントイン，尿酸，属尿酸および総アミノ酸の8樺  

の窒素成分の分析香行った。なお，要求臆は19鴨年版  

ⅣRC飼養標準射によった（DCP：829／日∴DE 

4．2M（：al／日）。   

供鼓動物   
サフォーク種の豪勢雄メン羊4頭を用いた。年緒は  

すぺて3裁であり，試験開始時の体重は4＆包ん弧軸g  

（平均54．2kg）であり，試験終了時の体重は61．4～ぢ9．3  

kg、（平均66．3kg）であった。   

飼養管理   
メン羊ほ個体別に代謝箱に収容して飼養した。飼料  
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メン羊の尿中窒素成分の分布  
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Fig．1∴11h2 r■elaしi…－Sl－▲P beい、7Ce  

and excT，〔‥i（）T】（）r u上rinary  

Lhe sheeI）lF？（1（モX（ニヒSS PIlOtein，  

Vtl】11eS 月t LoIJJPrOtCinintake are the meu－1rりur Sheep  

tlmlverllicalbarstldicatc Lhe standELrd d仁IVjnLi（）n．  

■1）＜0．05．■f〕くじ．0】一  

給与は】「12回（午前8時と午後4時）行い．口給与  

量の半量ずつを給与した。   

7kはF仙飲水とし，ミネラルブロックを常僻した。   

分析方法   
試料の分析は師報いと同じ方法で行った。  

結果と考察  

零素山納試験の精巣は表2のとおりである。   

蛋白質の摂取竃は．1期と2期において試験設定よ  

り約15％低かったが，3期以降でははぼ設定どおりで  

あった。また．エネルギーの摂取竜は，l期で約25％  

低く，2期で7％程低かったが．3期以降では．ほぼ設  

定どおりであった。肇薬事機餞についてみると，1期  

から2期にかけて苦しい増加がみられたが，それ以降  

では大きな増加はみられちかった。   

蛋白質を要求量以⊥〔100～300％）摂取したときの  

尿中への各室菜成分の排泄量と可消化窒素曳との関係  
を図1に示した。   

クレアチンとアラントインを除くすべての成分の排  
泄量は．可消化考素量との間に有意な正の相関があり．  

可消化考素量の増加にともない増加した。しかし．そ  

の増加割合は，如ま素を除いて．非常に小さなものであっ  

た。すなわち．可消化雫素19に対する香城分の排泄  

量の増加割和ま，扶素は0．88クであったが．他の成分  

はすペて20mg以下であった。   

本実験の結果を．蛋白質の充足率（摂取墨の要求量   
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に対する割合）を40～120％の不足～やや過剰の状態  

で行った前額8）の結果と比較してみると，尿素は，前  

報8）では可消化窒素1g増すごとに排泄量が0．57，増  

加したのに対し．本実験では0．鮎拍とその増加割篭は  

大きく増大した。一般に．蛋白質過剰の状態では．体  

内の蛋白質代謝が清発となり．そめ最終代謝産物であ  

る尿素の排泄が増加する′9）ので．このような結果となっ  

たのであろう。   

これとは反対に】馬尿軌ま，前許】（7．2皿g）と比較  

して，排泄量の増加割合は著しく低下した。前報q）で  

は．蛋白質摂取量の増加にともなう馬尿酸排泄量の増  

加の原因として，蛋白質飼料（大豆粕）の摂取量の増  

加にともなう芳香族アミノ酸の摂取量め増加と，蛋白  

質増加にともなう組織維消化率の向上の二点を指摘し  
た。しかし，本実験では粗繊維の消化率は測定してい  

ない軋一般に，蛋白質の過剰な状態で軋粗繊維の  

消化率の向上はあまり期待できない－㌔このために．  

本実験では満床酸の排泄量の増加割合が小さくなった  
ものと思われる。   

また，アラントインは．前報6）では，32．7mgと排泄  

呈の増加割合は尿素に次いで大きなものであったが．  

本実験では，排泄量は増加しなかった。反舞家畜の場  

合，尿中のアラントインは体内の核憩代言削こも由来す  

るが，大部分は第一胃内で合成される菌体蛋白質に由  

来する1㌔そして，蛋白質の過剰な状態では．蛋白質  

の摂取量が増加しても菌体蛋白質の合成量はほとんど  
増加しない▲㌔ このために，アラントインの排泄量が  

増加しなかったのであろう。   

一方、鎧アミノ酸の排泄量の増加割合は，前報8）で  

の19．8Ⅳとよく一致した。また，7ンモニアも．前報  

且〉の5．7咤（ただし，最も蛋白質摂取量の少なかったと  

きの値は除いた）と近似していた。これらのことは，  

総アミノ酸とアンモニアの排泄量の増加割合は蛋白質  
の過剰な状態でもあまり変化しないことを示すもので  
ある。   

一般に．クレアチエンの排泄呈は飼料の糟を受け  

ず，体重に比例するとされている’－」本実験では．試  

験期が進むにつれてメン羊の体育が増加したので，こ  

の点を考慮Lて，体重1kgあたりの排泄宜を試算して  

みると，試験斯による大きな変化はなくっ とくに3期  

以降，それぞれ臥5，8．6，8．6および8．7喝／日とはぼ  

同じ値が示された。   

各要素成分の全窒素に対する割合は図2のとおりで  

ある。なお，クレアチンと尿酸の割合は非常に小さかっ  

た（それぞれ1．4，2．8％以下）ので図には示さなかっ  

た。   

全室素に対する割合でみると，低蛋白質飼料を摂取  

しているときには，アンモニデー）．アラントインりの  

割合が大きくなることもあるが，通常は，尿素が最も  

大きく埼呵 ，ま六その変動も最も大きいい㌔本実験  
では，尿素ほ18．5から即．1％まで変化した。一方，他  

の成分は．尿素に比較して排泄量が非常に少なかった  

ので，蛋白質摂擬量の増加にともない，排泄量が増加  

Ammo】1ia  

Hippuricacid  

1的  2α）  300  

prDteinintake（％ofthestandard）  

Fig．2・Change岳intheperc即－tage Or nitrogen  
DrCOmpOunds t（JtQtalnitrogen・  

恨ach valueis the mean for four  

sheep and、・erticalbarsindicaLe Lhe  

standard deviation．  
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したものでも，全窒素に対する割合は相対的に小さく  

なり，6期でほ，すべて3％以下の値となった。  
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Summary  

Tn an attempt to clar・iry the erfects  

of t）XCeSS PrOt81nint且ke on the distribution  

ofnitrogeninthe urine，the nitrogen ba18nCe  

and the excretion o∫nitrogenolユS COmpO11nds  

（urea．ammonia，Creatinine，Creatine．allan－  

tQin，uricacid，hippuricaeid and totalamino  

acids〕in the urine were measuredin four  

sheep red pro匝in at dif知如tlevels of rr（うm  

50 も0 300鮎 of the NRC st即1dard・The  

results obtained且re Summarized as fo1lows．  

1）Therewas良Signiricant（Pく0．01，Pく0．05）  

ppsitive correlaLion between′eXCretion of all  

nitrogenous compDund6 eXCept Creatine aれd  

allantoin and digestible njtrog印intak8．2）  

Theincreasing rate or urea eズCretiqn was  

O．88gperlgordigested niしrogen，muChl且ご酢r  

血anthoseofallothercompounds，eaCh being－  

1esstha点20mg、3）ノ1sprnteinintakeincreased，  

thc percentage oflけea－N to tota】nitro首en  

increased t（つ87％at thelevelof300％of the  

standard，but those of allother compounds  

decreased toless than3％已t the samele柑1．  

〟如．βα〃．〔拍よ九∠ro L7几云uリJぶ（／β朋）．・／～古   


